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・准教授 

阿比留教生 

・准教授 

学術評議員 日本臨床免疫学会 

阿比留教生 

・准教授 

世話人・あり方委員会委員 1 型糖尿病研究会 

阿比留教生 

・准教授 

会長 長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会 

阿比留教生 

・准教授 

幹事 長崎県糖尿病対策推進会議 

阿比留教生 

・准教授 

委員 長崎県糖尿病検討委員会 

阿比留教生 

・准教授 

委員 長崎県糖尿病性腎症重症化予防事業推進会議 

阿比留教生 

・准教授 

委員 健康ながさき 21 推進会議小委員 

阿比留教生 

・准教授 

委員 長崎市ストップ CKD ネットワーク会議 

阿比留教生 

・准教授 

会長 日本糖尿病協会長崎分会つるの会 

阿比留教生 

・准教授 

指導医・運営委員 長崎県小児糖尿病ことのうみ 

阿比留教生 

・准教授 

小児慢性特定疾患指定医 長崎市 

宇佐俊郎・准教授 長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会委員 長崎県 

宇佐俊郎・准教授 長崎県原子力災害医療ネットワーク検討会作業

部会主査 

長崎県 

宇佐俊郎・准教授 佐賀地区原子力災害医療ネットワーク検討会委

員 

佐賀県 

宇佐俊郎・准教授 長崎大学医師会理事 長崎大学医師会 長崎大学医師会 

宇佐俊郎・准教授 在外被爆者支援事業関係医療調整会議構成員 長崎県 

宇佐俊郎・准教授 評議員 日本内分泌学会 

宇佐俊郎・准教授 社会保険診療報酬支払基金審査委員 長崎県 

宇佐俊郎・准教授 福島県甲状腺検査支援合同委員会委員 福島県 

古林正和・准教授 役員 日本糖尿病協会長崎分会つるの会 

安藤隆雄・講師 評議員、九州支部幹事、九州支部評議員、九州

支部災害対策委員 

日本内分泌学会 

安藤隆雄・講師 評議員 日本甲状腺学会 

安藤隆雄・講師 長崎県指定難病審査会委員 長崎県指定難病審査会 

鎌田昭江・講師 コーチング委員会委員 日本糖尿病医療学学会 

鎌田昭江・講師 幹事 日本臨床コーチング研究会 

鎌田昭江・講師 糖尿病検討委員会委員 長崎県 

世羅至子・講師 副会長 日本糖尿病協会長崎分会つるの会 

世羅至子・講師 委員 長崎県糖尿病検討委員会 

世羅至子・講師 世話人 長崎糖尿病地域医療研究会 

堀江一郎・助教 評議員 日本内分泌学会 



 

 

                                           

 3 

相良郁子・助教 評議員 日本内分泌学会九州地方会 

原口 愛・助教 九州支部評議員 日本内分泌学会  

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

阿比留教生 

・准教授 

国立研究開発法人国立国際医療研

究センター 

分担 日本人１型糖尿病の包括的データベースの

構築と臨床研究への展開(TIDE-J 研究) 

阿比留教生 

・准教授 

国立研究開発法人国立国際医療研

究センター 

分担 電子カルテ情報活用型多施設症例データベ

ースを利用した糖尿病に関する臨床情報収

集に関する研究 

相良郁子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

メンタルヘルス不調予防を目指した効果的

な運動継続プログラムの探索 

阿比留教生 

・准教授 

小野薬品工業株式会社、 

ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 

（分担） 

免疫チェックポイント阻害薬ニボルマブが

誘発する 1 型糖尿病、間質性肺疾患の発症に

関連する原因遺伝子多型・変異の探索的研究 

堀江一郎・助教 大正製薬株式会社 

(代表) 

高齢者 2 型糖尿病における SGLT2 阻害薬ル

セオグリフロジンの骨微細構造変化に関す

る縦断的解析 

 

その他 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

鎌田昭江・講師 メタボリックシンド

ローム 

テレビ長崎 

ヨジマル 

2019/8/27 国民健康保険コーナーでメタボリック

シンドロームについて解説した。 

赤澤 諭・助教 満喫！海外留学～ラ

ボとタウン紹介～ 

オーストラリア・メル

ボルンでの海外研究

生活 

炎症と免疫 2019/4/20 オーストラリアでの海外研究について

紹介した。 

 

学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

堀江一郎・助教 2019 年度ノバルティス研究助成金 ノバルティスファー

マ 

研究内容が評価された。 

阿比留教生・准教

授 

小児糖尿病功労賞 日本糖尿病協会 研究内容が評価された。 

野中文陽・助教 大樹生命厚生財団医学研究助成 大樹生命 研究内容が評価された。 

 

○特筆すべき事項 

①糖尿病啓発公開講座「スマイルライフ」を年 1 回開催し講演や指導を行った。 

②長崎県小児糖尿病療育サマーキャンプを毎年１回開催し患児との交流を深めている。 

③全国で展開する世界糖尿病デーイベントを毎年 11月 14日に開催し、市民の糖尿病啓発を行った。 

④会員 220名長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会の事務局として、地域の糖尿病療養を支援している。 


